あった。 …… といった ような 筋 はどうであろう か。 

トロッキ ー が 巴 里 郊外の 或る 小さな 池の 縁で 釣糸 を 

垂れて いた。 嘗て 親友の レ ニンが、 その 池に 投 込んだ 

という ロマノフ 家の 王冠 を 探る ためであった。 

さんぜん 

トロッキ— は 成功した。 やがて 池の 底から 金玉 燦然 

たる 王冠 を 釣 上げて ニコニコして いると、 その 背後の 

ゆうやみ 

夕 暗に ノ ッ ソリと 立 寄 つ た 者が 在る。 

「どうだい。 釣れた かね」 

トロッキ ー が ビック リ して 振 返って みると、 それ は 

モス n — ガラス しろう 

レ ニンであった。 莫斯 科の 十字路で 硝子 箱 入の 屍蠟と 



化して いる il の 親友で あつ た。 

トロッキ— は今些 しで 気絶す ると ころであった。 王 

冠と、 釣竿と、 帽子と、 木靴 を 残して 一 目 散に 逃 失せ 

てし ま つ た。 

「ゥ ヮァ —— ヅ。 幽霊 だァ —— ッ」 

レニ ンは ニヤ リと 笑って アト を 見送った。 草の 中 か 

ら 王冠 を 拾い上げて 撫で まわした。 

「ァハ ハハハ ハ 俺が 死んだ 事 を 世界中に 確認させる ト 

リックに は 随分 苦心した もの だ。 しかし あの トロ ッ 

キ— までが 俺の 死 を 信じて いようと は 思わな か つ た。 

き や つ 

トロッキ— は 俺の 筋 書 通りに 動いて くれた。 彼奴に 



だけ この 王冠の 事 を 話して おいた の だからな。 ：•：• 俺 

がァレ だけの 大 革命 を 企てた の も、 結局、 この 王冠 一 

つが 慾し かった からだと は 誰も 知るまい。 況んゃ 俺が 

革命 前から、 この 巴 里で 老舗の 質屋 を やって いる、 妾 

を 三人 も 置いて いる 事 なぞ 誰が 知っていよう。 アツ 

ハツ ハツ ハツ。 馬鹿な 人類 ども …… 」 

といった ような 探偵小説が、 日本で は 書け ないだ ろ 

ク ゝ o 

う 力 

或る 海岸の 崖の 上の 別荘に 百万長者の 未亡人と、 そ 

の 娘が 住んで いた。 二人とも なかなかの 美人であった 



何かと 書いて 来る うちに、 お 約束の 六 枚に なった。 

ところで 読 返して みると、 これが 即ち 探偵小説と 申 上 

げ 得る もの は タダの 一 つもない。 みんな 大人のお 

と * きばな し 

伽話 みたい な 心理描写ば つ かりで ある。 

…… ハ テナ …… 。 

俺 は 一体、 何 を 書きたがって いるの だろう。 
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